
2019 年

3月新教出版社 出版通信
〒 162-0814 東京都新宿区新小川町 9-1　Tel: 03-3260-6148  Fax: 03-3260-6198

ホームページ：http://www.shinkyo-pb.com

2
月
25
日
発
売

今
を
生
き
る
滝
沢
克
己

生
誕
１
１
０
年
記
念
論
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滝
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協
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滝
沢
克
己
。一
九
〇
九
―
八
四
年
。

一
高
か
ら
東
京
帝
大
法
学
部
に
進
ん
だ
が
直
ち
に
退
学
。

九
州
帝
国
大
学
哲
学
科
に
転
ず
。
卒
業
後
、
ボ
ン
大
学
で

カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
に
師
事
。
山
口
高
等
商
業
学
校
教
授
を

経
て
九
州
大
学
教
授
と
な
る
。
大
学
闘
争
で
は
全
共
闘
を

支
持
し
て
辞
職
。
独
自
の
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
思
想
を
唱
え
、

そ
の
影
響
は
「
滝
沢
神
学
」
と
し
て
国
内
は
も
と
よ
り
海

外
に
も
及
ん
だ
。
一
六
人
の
論
者
が
多
様
な
視
点
か
ら
そ

の
思
想
の
全
貌
に
迫
り
、
継
承
の
方
途
を
考
え
る
。

▼
関
連
書

カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
＝
滝
沢
克
己
往
復
書
簡
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緊
張
関
係
を
は
ら
み
な
が
ら
も
、
深
い
信
頼
関
係
に
結
ば
れ
、

30
年
以
上
に
わ
た
り
師
弟
の
交
わ
り
を
保
っ
た
バ
ル
ト
と
滝

沢
。
二
人
の
興
味
尽
き
な
い
81
通
の
書
簡
。
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岡
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原
点
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コ
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テ
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今
あ
ら
た
め
て
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え
る
こ
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植
村
光
一
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2 月の新刊

希望する力　生き方を問う聖書
佐原光児 著� ◆Ａ５判・156 頁・本体 1300 円

希望も訓練である
虚無や諦めを乗り越えさせるものが希望だ。しかし希望とは、
見えないものを捉えていく力だから、いつも簡単に持てるよう
なものではない。希望を持つこともまた訓練が必要なのである。
本書は、そうした「希望する力」を鍛える一助となるために書
かれた。とりわけ進路や友情に悩むことが多い若者や、若者と
向き合うことが多い教師たちに勧めたい。

さはら・こうじ氏は 1978�年生まれ。同志社大学大学院神学研究科博士前期課程修了後、日本
基督教団霊南坂教会、アメリカ合同教会シカモア組合教会（カリフォルニア州）において牧師
として働く。在米中に太平洋神学校（Pacific�Schoolof�Religion）にて牧会学博士（Doctor�of�
Ministry）を取得。現在、明治学院高等学校聖書科教諭。

新たな約束　新約聖書に学ぶ神の招き
後藤田典子 著� ◆Ａ５判・156 頁・本体 1300 円

聖書から何を聞くのか
中学 3年生を想定した教科書。

長年金城学院中学校で教鞭をとってきた著者の経験を存分に生
かした新約聖書入門。

単なる知識の教授にとどまらず、新たな価値観に基づく生き方
を共に考える。

既刊　ジュニアのための聖書入門　◆Ａ５判・本体 800 円
ごとうだ・のりこ氏は 1955 年東京生まれ。自由学園卒。東京ＹＭＣＡ奉職後、東京神学大学・
修士課程修了。横須賀学院を経て、現在金城学院中学校宗教主事。

●新作教科書 2 点同時刊行！

2月25日発行



3 月以降の出版予定から

● 1 月に出た本と雑誌

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
研
究

宮
平
望
著
　
世
俗
化
さ
れ
た
天
国
へ
の
巡
礼

膨
大
な
デ
ィ
ズ
ニ
ー
文
献
を
徹
底
的

に
踏
破
し
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
そ
の
人
の

生
い
立
ち
、
キ
ャ
リ
ア
、
信
仰
・
思

想
か
ら
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
構
造
と

機
能
の
分
析
、
そ
の
宗
教
性
に
到
る

ま
で
、
多
面
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
。
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旧
約
聖
書
入
門
3

大
野
惠
正
著
　
現
代
に
語
り
か
け
る
出
エ
ジ
プ
ト
と
契
約

こ
の
巻
で
は
、
出
エ
ジ
プ
ト
記
、
レ

ビ
記
、
民
数
記
、
申
命
記
を
取
り
上

げ
、
と
り
わ
け
難
解
と
さ
れ
る
律
法

の
解
説
を
通
し
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の

民
に
与
え
ら
れ
た
契
約
の
意
味
が
鮮

明
と
な
る
。

�
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福
音
と
世
界

�

◆
税
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2
月
号
　
生
権
力
と
キ
リ
ス
教

寄
稿
者
：
箱
田
徹
、清
水
知
子
、美
馬
達
哉
、大
橋
由
香
子
、後
藤
吉
彦
／

大
川
大
地
、藤
原
佐
和
子
、安
田
真
由
子
／
松
本
あ
ず
さ
、

森
宣
雄
、
長
谷
川
修
一
、
岡
映
里
、
立
岩
真
也
、
辻
学
、

山
口
政
隆
、
内
田
樹
、
芦
名
定
道
、
佐
藤
優

新
教
出
版
社
編
集
部
編

統
べ
る
も
の
／
叛
く
も
の

身
体
に
た
い
す
る
統
治
の
原
型
で
あ
り
、
統
治
に
叛
く
力
能
で
も
あ
る
と
い
う
キ
リ
ス

ト
教
の
二
律
背
反
を
め
ぐ
り
、
佐
々
木
裕
子
・
堀
江
有
里
・
要
友
紀
子
、
白
石
嘉
治
・

栗
原
康
・
五
井
健
太
郎
、
気
鋭
の
論
者
が
大
胆
に
語
り
あ
う
。
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佐
藤
司
郎
著

カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
と
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム

一
つ
な
る
教
会
へ
の
途　
青
年
期
か
ら
ド
イ
ツ
教
会
闘
争
を
経
て
晩
年
に
い
た

る
長
い
神
学
的
展
開
に
お
い
て
、
エ
キ
ュメ
ニ
ズ
ム
に
対
す
る
姿
勢
は
ど
の
よ
う
に
変
化

し
た
の
か
。
テ
キ
ス
ト
の
綿
密
な
読
解
を
通
し
て
明
ら
か
に
な
る
バ
ル
ト
の
中
心
思
想
。

類
書
に
乏
し
い
テ
ー
マ
に
お
け
る
貴
重
な
貢
献
。�
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岡
田
聡
著

ヤ
ス
パ
ー
ス
と
キ
リ
ス
ト
教

二
〇
世
紀
ド
イ
ツ
語
圏
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
思
想
史
に
お
い
て　
ブ
ル
ト

マ
ン
、
ブ
ー
リ
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
な
ど
と
の
折
衝
を
通
し
て
明
ら
か
に
な
る
ヤ
ス
パ
ー
ス
と
キ

リ
ス
ト
教
の
近
さ
と
遠
さ
。�
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予
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２
５
０
０
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関
口
安
義
著

評
伝 

矢
内
原
忠
雄

新
渡
戸
・
内
村
の
薫
陶
を
受
け
、
伝
道
を
志
し
つつ
、
経
済
学
者
と
し
て
優
れ
た
業
績

を
上
げ
、
軍
国
日
本
と
対
決
し
て
野
に
退
き
、
戦
後
は
東
大
総
長
と
し
て
再
建
日
本

の
精
神
的
指
導
に
挺
身
し
た
無
教
会
キ
リ
ス
ト
者
の
生
涯
を
、
綿
密
な
調
査
を
基
に

描
き
あ
げ
た
１
１
０
０
枚
の
大
作
。�

◆
Ａ
５
判
・
予
価
８
０
０
０
円

統
治
と
キ
リ
ス
ト
教
の

異
同
を
め
ぐ
っ
て



編集部から

福
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世
界
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価
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送
料
70
円

年
間
予
約
購
読
料���

（
送
料
共
）
８
４
６
０
円

２０19年

3

2
・
8
独
立
宣
言
か
ら
１
０
０
年�

…
…
…
…
…
佐
藤
信
行

《
書
評
》

『
磔
刑
の
彼
方
へ
―
―
小
田
原
紀
雄
社
会
活
動
全
記
録
』

�

…
…
…
…
…
…
太
田
昌
国

宮
田
光
雄
『
ル
タ
ー
は
ヒ
ト
ラ
ー
の
先
駆
者
だ
っ
た
か
』

�

…
…
…
…
…
…
川
田　

殖

【
好
評
連
載
か
ら
】

◆
福
音
書
記
者
の
饗
宴�

3�

…
…
…
…
…
…
松
本
あ
ず
さ

◆
遺
跡
が
語
る
聖
書
の
世
界�

3�

…
…
…
…
長
谷
川
修
一

◆
わ
た
し
は
ロ
ッ
ク
が
わ
か
ら
な
い�

6�

…
…
…
…
山
口
政
隆

◆
野
に
咲
く
民
衆
の
神
学�

12
（
最
終
回
）�

…
…
森　

宣
雄

◆
福
音
の
地
下
水
脈�

17�

…
…
…
…
…
…
…
岡　

映
里

◆
現
代
神
学
の
冒
険�

30�

…
…
…
…
…
…
…
…
芦
名
定
道

◆
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
時
間
論�

47�

…
…
…
…
…
…
…
内
田　

樹

◆
新
約
釈
義　

第
一
テ
モ
テ
書�

37�

…
…
…
…
辻　
　

学

核
・
原
子
力
の
平
和
利
用
と
軍
事
利
用
の
境
界
は
な
い

�

　
　
　
　
　
　 

木
村
　
朗

「
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
バ
ク
シ
ャ
」
と
い
う
視
座�　
　
　 

高
橋
博
子

こ
の
国
の
原
子
力
緊
急
事
態
宣
言
は
、

ま
だ
発
令
中
で
す
。�

片
岡
輝
美

島
根
原
子
力
発
電
所
を
め
ぐ
る
諸
課
題�

　
　 

和
田
喜
彦

聖
公
会
が
寄
贈
し
た
立
教
の
原
子
炉�　
　
　
　
　 

相
原
太
郎

●
年
明
け
早
々
に
、
二
泊
三
日
の
出
張
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
広
島
・
呉
か
ら
大
阪
、
和
歌
山

ま
で
を
回
る
な
か
な
か
の
ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
し
た
が
、
そ
の
ぶ
ん
実
り
の
多
い
時
間
だ

っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
呉
で
は
、
小
説
家
・

田
中
小
実
昌
（
一
九
二
五
―
二
〇
〇
〇
）
の
実

家
を
た
ず
ね
ま
し
た
。
曲
が
り
く
ね
っ
た
細
い

坂
道
を
の
ぼ
っ
た
先
、
山
の
中
腹
に
位
置
す
る

そ
の
建
物
は
、
い
っ
け
ん
た
だ
の
民
家
の
よ
う

に
み
え
ま
す
。
し
か
し
そ
こ
は
か
つ
て
、
小
実

昌
の
父
、
田
中
遵
聖
が
た
ち
あ
げ
た
独
立
教
会

「
ア
メ
ン
の
友
」
だ
っ
た
の
で
す
。
い
ま
は
も

う
使
わ
れ
て
い
な
い
そ
の
家
屋
に
は
、
小
実
昌

の
直
筆
の
色
紙
や
、
遵
聖
の
説
教
録
な
ど
が
残

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

●
で
は
、
な
ぜ
い
ま
そ
こ
を
た
ず
ね
た
の
か
。

そ
れ
は
わ
た
し
の
手
元
に
、
ア
メ
ン
の
友
が
生

ん
だ
一
冊
の
私
家
本
が
あ
る
か
ら
で
す
。
写
真

家
の
神
藏
美
子
さ
ん
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
そ

の
本
を
、
わ
た
し
は
純
粋
に
お
も
し
ろ
い
と
思

い
、
多
く
の
人
と
分
か
ち
あ
う
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
信
仰
と
い
う
こ
と
が
正
直
よ
く
わ

か
っ
て
い
な
い
わ
た
し
で
す
が
、
そ
の
本
の

な
か
に
は
な
に
か
「
ほ
ん
と
う
の
こ
と
」
が
ふ

く
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

（
堀
）

●
こ
こ
数
日
、
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
が
10
歳
の
少

女
の
虐
待
死
を
頻
々
と
報
じ
て
い
て
思
わ
ず
ス

イ
ッ
チ
を
切
り
た
く
な
り
ま
す
。
こ
の
子
が
短

い
生
涯
に
味
わ
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
痛
み
と

恐
怖
、
孤
独
と
絶
望
を
想
像
す
る
と
、
つ
ら

く
て
見
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
イ
エ
ス
は
、
人
が

犯
す
罪
は
ど
ん
な
も
の
で
も
赦
さ
れ
る
が
霊
に

対
す
る
冒
瀆
は
赦
さ
れ
な
い
、
と
言
い
ま
し
た
。

し
か
し
幼
子
を
祝
福
し
た
イ
エ
ス
な
ら
、
子
ど

も
を
痛
め
つ
け
絶
望
さ
せ
る
罪
も
決
し
て
赦
さ

れ
な
い
、
と
付
け
加
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

家
族
は
、
人
が
最
初
に
愛
や
信
頼
を
学
ぶ
場
で

す
が
、
残
念
な
が
ら
同
時
に
、
恐
怖
や
暴
力
を

最
初
に
学
ぶ
場
で
も
あ
り
ま
す
。
家
族
は
決
し

て
楽
園
で
は
な
い
し
、
人
が
人
を
支
配
す
る
原

風
景
と
も
な
り
え
ま
す
。
そ
も
そ
も
イ
エ
ス
自

身
が
肉
の
家
族
に
醒
め
た
見
方
を
持
っ
て
い
ま

し
た
。
ミ
カ
を
引
用
し
な
が
ら
家
族
の
分
裂
と

敵
対
を
語
る
と
き
、
そ
の
軸
は
父
と
息
子
、
母

と
娘
、
嫁
と
姑
と
い
う
世
代
間
の
対
立
関
係
と

な
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
会
の
家

族
主
義
は
、
肉
の
家
族
の
単
な
る
延
長
で
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
し
、
そ
の
ぼ
ん
や
り
し
た
比
喩

で
も
な
く
、
そ
れ
を
い
っ
た
ん
切
断
す
る
と
こ

ろ
か
ら
開
始
さ
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。「
見

な
さ
い
。
こ
こ
に
わ
た
し
の
母
、
わ
た
し
の
兄

弟
が
い
る
。
だ
れ
で
も
、
わ
た
し
の
天
の
父
の

御
心
を
行
う
人
が
、
わ
た
し
の
兄
弟
、
姉
妹
、

ま
た
母
で
あ
る
」（
マ
タ
イ
12
・
50
）
…
…
。
子

ど
も
が
殺
さ
れ
な
い
社
会
の
た
め
に
。（
小
林
）

特
集
：
〈
核
の
時
代
〉
は
い
ま

�　

�

高
橋
博
子


